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特別支援教育に係る集合指導訪問（担当者部会） 
特別支援教育に関する専門性の向上を図ることを目的として、幼稚園及び幼保連携型認定こども園、

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校の教員を対象に授業参観や研

究協議等の研修を行いました。今年度の重点事項として、①

適切な学びの場の検討に至る段階的なプロセスの進め方②特

別支援学級における教育課程の編成の在り方③自立活動の指

導と各教科等との関連の３つがあげられました。 

担当者部会では、自立活動の公開授業を行うとともに、そ

の実践を踏まえた協議を行い、 自立活動の指導はもとより、

各学校の特別支援教育に係る課題や成果の共有化を図りまし

た。実践や協議での内容を持ち帰り、今後の子どもたちへの

指導・支援に活かしていくことを共通理解しました。また、

協議の中で、適切な学びの場の検討についても、特別支援学

級への在籍の有無を問わず、毎年度配慮を要する児童生徒に

対して、このプロセスを適用し、実施していくことが大切で

あることを確認しました。 

 

【集合指導訪問の会場校】 

参加した市町村 会場校（提案授業校） 

水戸市、ひたちなか市 水戸市立見川小学校、水戸市立千波中学校 

ひたちなか市立東石川小学校 

ひたちなか市立勝田第二中学校 

笠間市、小美玉市 小美玉市立竹原小学校 

茨城町、大洗町、城里町 大洗町立大洗小学校 

東海村、那珂市 那珂市立菅谷小学校 

常陸大宮市、大子町 大子町立生瀬中学校 

授業を公開いただいた先生方は、どの授業を参観させていただいても、児童生徒のことをよく把握さ

れ、その子にあった指導内容を工夫されていました。何より、担当する子どもたちに優しく愛情をもっ

て接していただいていることがありがたいです。できたことは称賛し、困っていれば一緒に悩み、考え

ている時にはじっと待つ、そうした姿勢が子どもたちへの安心感につながっていました。どの学校も通

級指導教室や特別支援学級が児童生徒にとって心のよりどころとなっていました。また、参加者につい

ても、問題意識をもって協議に臨んでいました。 

 

【参加者の感想（事後アンケートより抜粋】 

・「個に応じた支援」を見直し、それぞれの児童の課題を個別の指導計画などと照らし合わせながら合

う支援を考えていきたいと思った。また「通常学級の中で困った存在だから」＝支援学級という考え方

にならないよう、通常学級の中でできる支援方法も校内に提示していきたい。 

・授業を参観させていただいて、授業をする上で子どもたちの個性や特性を捉えること、学級の雰囲気

がとても大切だなと感じました。また、グループ協議では、同じ時間に異年齢で自立活動を学級で取り

組む難しさについて話をさせてもらいました。その異年齢を生かして活動できるのではないかというお

話が聞けて勉強になりました。学校の教員以外の、専門家の目など、多方面からの目で生徒を観察、見

守り、支援することが大切だとわかりました。適切な学びの場の検討などに生かしたいと思いました。 

すべての子どもたちのために  学校のために  市町村教育委員会のために 

夏休みの一考  重 点 課 題 特別支援教育の充実（就学から就労に向けた長期的支援） 
      

菅谷小学校での研究協議の様子 


